
付
け
る
仕
組
み
で
あ
る
。

〈
山
室
議
員
〉

民
間
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
が
妥

当
で
は
。
ま
た
、
本
社
は
高
森
町
で
あ
る

が
本
村
で
借
り
入
れ
す
る
理
由
は
。

〈
産
業
観
光
課
長
〉

南
鉄
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
県
と
も
協
議
し
無
利
子
の
市
町
村

振
興
資
金
を
借
り
入
れ
た
。

災
害
復
旧
事
業
費
に
係
る
地
元
負
担
に

つ
い
て
は
、
南
阿
蘇
村
が
担
う
と
い
う
仕

組
み
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

〈
山
室
議
員
〉

立
野
・
瀬
田
裏
線
公
共
土
木
災
害
復
旧

工
事
は
、
当
初
予
算
が
５
６
０
０
万
円
、

補
正
額
が
２
８
０
０
万
円
。
50
％
増
額
と

な
る
大
き
な
変
更
が
あ
る
の
か
。

〈
建
設
課
長
〉

こ
の
場
所
は
、
２
カ
所
の
工
事
を
１
件

工
事
と
し
て
発
注
し
て
い
る
。
国
の
査
定

を
受
け
た
と
き
、
１
カ
所
が
斜
面
の
崩
壊

で
現
状
が
把
握
で
き
な
い
箇
所
が
あ
っ

た
。
土
砂
撤
去
後
、
再
度
国
と
協
議
を

し
、
復
旧
工
法
が
決
定
。
増
額
分
が
２
８

０
０
万
円
ほ
ど
と
な
っ
た
。

小
学
生
の
登
下
校
中
の
安
全
対
策
を

〈
笠
野
議
員
〉

歩
い
て
登
下
校
す
る
小
学
生
の
安
全
対

策
に
阿
蘇
市
・
西
原
村
も
導
入
し
て
い

る
、
蛍
光
ベ
ス
ト
購
入
を
考
え
て
は
。

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〉

現
在
、
交
通
安
全
協
会
か
ら
蛍
光
傘
が

新
入
生
に
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
西
原
村
等

が
導
入
し
て
い
る
蛍
光
ベ
ス
ト
は
、
学
童

の
交
通
安
全
対
策
に
非
常
に
適
し
て
い

る
。
先
日
、
校
長
会
議
で
ぜ
ひ
導
入
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

登
下
校
時
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

当
初
予
算
に
計
上
し
た
い
。

立
野
ダ
ム
関
連
ツ
ー
リ
ズ
ム�

�

イ
ベ
ン
ト
計
画
は

〈
今
村
輝
宏
議
員
〉

立
野
ダ
ム
着
工
か
ら
、
ダ
ム
フ
ァ
ン
は

撮
影
に
来
た
り
、
視
察
研
修
に
も
多
く
の

方
が
訪
れ
て
い
る
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

も
発
足
し
た
と
聞
く
。
集
客
で
き
る
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
は
。

〈
産
業
観
光
課
長
〉

立
野
峡
谷
、
ダ
ム
、
北
向
山
原
始
林
、

地
区
重
要
サ
イ
ト
等
地
域
に
存
在
す
る
資

源
や
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
含
め
て
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
役
立
て
て
い
く
た
め
阿
蘇

立
野
峡
谷
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
立
野
ダ
ム
事
務
所
か
ら

も
案
内
や
提
案
を
い
た
だ
き
、
昨
年
11
月

に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
ッ
ク
主
催
の
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
推
進
協
議
会
の
中
で

今
後
展
開
し
て
い
く
。
ダ
ム
・
峡
谷
等
活

か
し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
商
品
製

造
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
う
な
る

〈
後
藤
議
員
〉

水
生
苑
が
包
括
支
援
の
業
務
を
打
ち
切

る
と
聞
い
た
。
事
業
中
止
の
経
緯
は
。
ま

た
、
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

〈
健
康
推
進
課
長
〉

30
年
９
月
頃
、
水
生
苑
か
ら
職
員
不
足

で
事
業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
を
31
年
度
か

ら
受
け
ら
れ
な
い
と
相
談
が
あ
っ
た
。
白

水
地
区
が
一
番
高
齢
者
を
抱
え
る
世
帯
が

多
い
。
今
後
、
久
木
野
の
社
協
で
白
水
・

久
木
野
地
区
を
担
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
で
、
現
在
職
員
を
募
集
し
て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
入
居
は

〈
太
田
議
員
〉

今
、
災
害
公
営
住
宅
を
増
や
す
と
い
う

計
画
の
中
で
、
被
災
世
帯
に
既
存
の
村
営

住
宅
に
も
案
内
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
災

害
公
営
住
宅
に
空
き
が
出
る
の
で
は
。

〈
復
興
推
進
課
長
〉

現
在
、
94
戸
建
設
予
定
に
対
し
10
戸
が

途
中
辞
退
や
自
主
再
建
で
空
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
50
世
帯
ほ
ど
再
建
方
法
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の
世
帯
に
勧
め
て
い

き
た
い
。

〈
村
長
〉

最
近
に
な
っ
て
辞
退
さ
れ
た
方
が
10
戸

と
聞
い
た
。
原
因
も
調
べ
空
き
が
な
い
よ

う
対
策
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〈
笠
野
議
員
〉

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
費
は

・
学
校
給
食
停
止
期
間
の
対
策
は

・
ウ
ィ
ナ
ス
営
業
時
間
の
延
長
を

〈
橋
本
議
員
〉

・
乙
ヶ
瀬
地
区
中
山
間
総
合
整
備
事
業
は

・
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
減
免
を

〈
今
村
竜
喜
議
員
〉

・
農
地
集
約
協
力
金
の
説
明
を

〈
太
田
議
員
〉

・
通
学
路
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
解
体
は

〈
桐
原
議
員
〉

・
村
道
認
定
の
経
緯
は

〈
今
村
輝
宏
議
員
〉

・
長
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
再
開
は

〈
後
藤
議
員
〉

・
長
野
貞
治
基
金
の
創
設
を

・
３
セ
ク
機
材
の
修
理
・
更
新
は

〈
栃
原
議
員
〉

・
鳥
獣
被
害
防
止
協
議
会
助
成
金
と
は

・
長
陽
憩
い
の
家
指
定
管
理
の
現
状
は

〈
立
石
議
員
〉

・
利
子
補
給
の
件
数
は

執
行
部
よ
り
追
加
説
明
や
報
告

〈
建
設
課
審
議
員
〉

・
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

掘削が進んだ犀角山トンネル
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